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６

年 
家庭 

「朝食から健康な１日の生活を」 

１０時間 

概

要 

学習ナビ、学習材、学習環境、 

目指す児童の姿、評価 
適 ◎ 

児

童

の

様

子 

・全員が一人で調理するという目標の提示 

・単元末には学んだことを報告会で発表する設

定 

・学習ナビ（全員配布） 

 学習材の明記、スプレッドシートを配布する

ことでデジタルワークシートや QR コンテン

ツに直接アクセスできるようにした。 

・ワークシート（自由に使用） 

・掲示用ワークシート（全員配布） 

・デジタルワークシート 

・QR コンテンツ 

・家庭科室利用表 

 日時、枠を明示することで全員が実習可能と

するとともに、計画性をもって進めないとい

けないことを理解することに繋げる 

・書いていない児童への声掛け 

 ・空いている枠があれば２度の実施も可能 

・いためる（＝火にかけ、絶えずかき混ぜ、短

時間でできる調理法）料理であれば良い、材

料を自分で用意する条件 

自分の力に合った料理にでき、家庭の協力を

得やすく、アレルギー対応も容易となる。 

・事前の保護者への周知、学習ボランティアの

募集 

・火事、火傷、怪我の防止、衛生面の指導（一

斉＋実習毎時） 

・実習中、良い活動の実況＝周知、気付きに繋

げる。 

・昨年度の実態から、安全面で不安のある児

童、困り感が大きそうな児童は声をかけやす

い配置にしたり、学習ボランティアを張り付

きにしたりした。 

・評価テストは定着を図る意図もあり、知識・

技能面はフォーム、思考力・判断力・表現力

はプリントを用意した。 

 

 

手

立

て 

・栄養バランスを考慮して朝食メニューを考

える課題 C 児童１％（1 名）他は B 以上 

・実習時までに手順を十分に検討していなか

ったり、考えておいても確認しながら進め

なかったりする児童 

 最初の集団 １５％  ２名／１３名 

 ２番目以降 １５％ １０名／６６名 

 →途中から全員家庭科室周辺で学習するよ

う変更したが、「手順を確認すべき」である

という必要性を事前に理解する手立てがな

かったことから割合に変化がなかったと考

える。この数値は、慣れている作業でなか

ったとしても、手順を確認しながら進める

ことができない児童がいるという実態を表

していると言える 

・焼く調理、サラダなど熱を通さない調理で

計画していた児童 ４％（実習前に指導、

内容を変更） 

・実習中、教室で自分の学習を進める際、お

しゃべりなどをしてしまう児童もいた（他

児童からの報告） 

・身だしなみが整わなかった児童 ５％ 

・材料が適量でなかった児童 ５％ 

・フライパンを十分に熱しないで調理し、食

べられない出来となった児童 1名 

・いためる順が間違っており、十分に加熱し

なかったため味に影響が出た児童 1名 

・期間内に実習を終えた児童 １００％ 

・事前や事後に家庭で、または２度実践する

ことで自ら改善を図った児童 ５２％ 

・報告会での発表は全員ができた。どちらの

学級も２時間必要となった。 

・１組は実習が早く進み、６３％が資料あり

で発表 

・２組は実習の開始が遅く、1 名のみ資料あ

りで発表 
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成

果 

・全員一人で調理実習ができた。 

・どの児童も、自己の実践の結果や他児童の実

習の様子から学び、うまくいったことや反省

点、今後取り組みたいこととして言語化する

ことができた。特に、国語や外国語などで発

表する活動がある際に必ずつまずく児童も

（準備の程度に個人差はあれ）スムーズに発

表することができたことは大きい。 

・単元末の報告会を意識して取り組めた児童が

多くいた（１組）。結果、報告会で各自の家

庭での実践についても報告され、互いの興味

関心を刺激することができた。 

・報告会は長時間に渡ったが、互いの発表をよ

く聞き、振り返りに気付いたことや確信をも

ったことを書くなど学びを深めていた。 

・用具の数や材料などの心配事が減った。 

・評価テストや報告会の実施で新たな課題が分

かった。 

課

題 

・知識・技能の評価テストの正答率が６８％

と低かった。週案の関係で報告会（発表）

の前の実施となったことも関係していると

考えられる。また、実習の方に意識が向か

いすぎたのかもしれない。 

・一人一人が学習内容を理解するために適切

に書くこと（まとめる、考えるなど）が必

要なのではないか。 

・発表時間は制限するべきであった。 

・全員が必ず複数の野菜を使用するという条

件をつけると、「いためる順序」への理解が

確実になったのではないか。 

・今回のような実践の場合、「単元内自由進度

学習」（２科目、TT）で行うことがベスト

ではないか。環境的に無理があった。 


